
平成２６年度

重 点 目 標

②自分で考え行動する子①健康で明るい子 ③友達と仲良く遊べる子

おちの子教育ポイント５か条

① 早寝・早起き・朝ご飯
歩いて登校、脳と体にスイッチオン

② あいさつは魔法のことば 家族で地域で学校で
③ 週に１日、見ない、やらない、テレビとゲーム

１日９０分以内、携帯電話は持たせない
④ 決めた時間は必ず学習 園児は元気に外遊び
⑤ 心を育てる読書と手伝い 木曜日は本の日

遊びや体験から意欲や感動、好奇心を育てます。

月１回、外国語指導助手（ALT）による英語に触れ

る経験を重ねます。

いろいろな運動遊びを経験します。

いろいろな素材や用具に親しみ、友だちと工夫して遊び

ます。

基本的生活習慣、生活リズムを身につけます。

生活や遊びの中で言葉や表現のイメージを広げ、必要

な言葉を身につけます。

「早寝・早起きカレンダー」に取り組み、生活リズムを整

えます。

友だちと一緒に食事をしたり、栽培活動を経験すること

で、食べ物に親しみを持ち、食べることの楽しさ、大切さ

を感じる子どもに育てます。

職員は研修への参加により資質向上を図り、保育に

反映させます。

③学力・体力の向上

遊びを通してまなびます。

自然の中で、色々な体験活動を行い、地域の人と

交流する機会を通じて、人とかかわる力を育てます。

保育参観や行事への参加、連絡帳等によって、子

どもの育ちを共有し、子どもの心や体の発達、子

育ての悩みなど保護者と共に考え、一緒に子育て

をします。

子育て力の向上や、保護者・保育者の相互理解の

促進のために、保護者の一日保育者体験を行います。

毎月一回、未就園児の園庭開放を実施します。

広報で活動を発信します。

②コミュニティ・スクール

自然や人とつながります。

保育園との連携

・交流日や行事参加等での遊びを通しての交流を深め

ます。

小学校との連携

・一日入学、おもちゃフェスティバル、運動会等の行

事で交流を行います。

中学校との連携

・職業体験を通じ中学生に親しみや信頼感を持ちます。

連携教育

・保幼小中行動目標シートを作成し、それぞれの発達

段階における目標を共有ます。

・保小中の先生方と授業参観の交流を行います。

①保幼小中連携教育

保育園・小学校・中学校と

つながります。

子どもの心に寄り添い、一人ひとりの育ちに

応じたかかわりや援助を行います。

保育者や友だちとのふれあいの中で、安心感

を持って生活ができるようにします。

自分の思いを伝えたり相手の思いに気づいた

りできるよう仲立ちとなり、やさしい気持ち

を育てます。

一人ひとりの良さを伝え、子ども同士がつな

がるようにします。

毎月の避難訓練により、命をまもる大切さを

学びます。

④ 子どもと向き合い
ひとりひとりを大切にする教育

豊かな心をつなげます。

越 知 町 の 教 育 目 標

「自ら学び、心豊かでたくましく
世界に羽ばたく子どもの育成」

～人間力を育てる～

①保幼小中の連携
②コミュニティ・スクールの推進
③学力と体力の向上
④子どもと向き合う時間の確保
⑤一人ひとりを大切にする教育

保 育 目 標

「人間性豊かで意欲的に活動する子どもを育てる」

・一人ひとりの子どもと信頼関係を築き、子どもの良さを捉え、自己発揮させる。

・子どもどうし心のつながりのある温かい人間関係を作る。

・一人ひとりを良く理解し、その子に合った援助を工夫する。


